
高
高
は
Ｓ
Ｓ

Ｈ
活
動

の
一

環
と

し
て
、

課
題
研
究
を
行

な
っ

て
い

る
。
１
年
次
に
は
、
自

分
の

素
朴

な
疑
問
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
、

そ
の
成
果
を
発
表
す
る

。
２

年
次

以
降
は
、

通
常

ク
ラ
ス

と
Ｓ

Ｓ
Ｈ

ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
活

動
す
る
。

通
常
ク
ラ
ス
で
は
、
ビ

ジ
ネ

ス
プ

ラ
ン
な
ど
の
「

提
案
型

」
課

題
研

究
に
取
り
組
む
。

今
年
度
か
ら
は
、

プ
ラ
ン
の
提
案
に
と
ど

ま
ら
ず
、

ア
プ
リ
等
の
試
作
も
行

な
う
。

３

年
次
に
は
大
学
研
究
と

し
て
、

大

学
進
学
の
意
義

な
ど
に

つ
い

て
調

べ
る
。一

方

Ｓ

Ｓ

Ｈ

ク

ラ

ス

で

は

、

「

提
案

型
」

課
題

研

究
に

加
え
、

理

数

分

野

に

特

化

し

た

研

究

を

と

も

に

行

な

う

。

高

高

Ｏ

Ｂ

の

研

究

者

や

技

術

者

と

連

携

し

、

よ

り

専

門

的

な

研

究

を

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

。

ま

た

、

３

年

次

に

は

最

終

成

果

発

表

会

の

場

で

、

大

学

教

授

ら

の

来

賓

と

生

徒

の

前

で

研

究

結

果

を

報

告

す

る

。

今

回

の

発

表

会

で

は

、

Ａ

Ｉ

の

画

像

認

識

に

関

す

る

研

究

や

、

教

室

の

空

気

を

効

率

よ

く

冷
や
す
方
法
な
ど
の
幅

広
い
テ
ー

マ
の
研
究
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
、

（
＊
）

Ｓ
Ｔ

Ｅ
Ａ

Ｍ
型
教
育
ロ
ボ

ッ
ト

の
開
発

に
つ

い
て
研

究
を
進
め
て

き
た
根

岸
孝

次
く
ん
（
３

の
１
）

に
話
を

聞
い

た
。

な
ぜ
、

こ
の
テ
ー

マ
に

し
た

の
か
を
聞
く
と
、

「

従
来
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン
グ
教
材
で
は
、

自

由
度

が
低

か
っ
た
。
そ
こ
で
、

作

り
た

い
も

の
を
作

れ
る
プ
ロ
グ

ラ

ミ
ン

グ
教

材
を
開
発
し
た
い
と
考

え
、

研
究
を
始
め
た
」
と
説
明
し
た
。

ま

た
、
研

究
上
の
苦
労

に

つ
い

て
は

、
「
高
校
生
の
み
で

教

材
を

作
る

た
め
、

教
材
内
で
取

り

上
げ

る
内

容
に
間

違
い
が
な
い

よ

う
苦

心
し

た
」
と
話
し
、

今
回

の

発
表

に
つ

い
て
は
「
説
明
や
ス

ラ

イ
ド

を
工

夫
し
た

が
、
伝
わ
っ

て

い
な

い
人
が
見
ら
れ
た
」
と
述
べ
た
。

最

後
に
Ｓ

Ｓ
Ｈ
ク
ラ
ス

に

つ
い

て
、

「
自
分
の
や
り
た
い

こ

と
が

あ
り

、
問
い

を
解
き
明
か

し

た
い

と
い
う
人
に
向
い
て
い
る
と
思
う
。

た
だ

、
や
り

た
い
こ
と
が

明

確
に

存
在

し
な
い
と
い
う
人
に
と

っ
て

も
、

行
動
力

の
あ
る
仲
間

と

生
活

で
き
る
と
い
う
点
で
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
る
」
と
語
っ

た
。

＊

科

学

、

技

術

、

工

学

、

芸

術

（
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
）
、

数

学
の

英
語

の
頭
文

字
を
組
み
合

わ

せ
た

も
の

。

（
新
井
そ

ら
）

来
た
る
９
月

22
日

に
高

高
で
、

ラ
イ
バ
ル

関
係
の

高
高
と
前
橋
高

校
（
以
下

前
高
）

が
対
戦
す
る
第

77
回
高
前
定
期
戦
が
行
な
わ
れ
る
。

定
期
戦
は
、

昭
和

24
年
（

１
９
４

９

年)

に

始

ま

り

、

今

な

お

続

く

伝
統
的
な
行
事
で
あ
る
。

定
期
戦
で

は
、

両
校
の
運
動
部

が
対
戦
す
る

部
活
動

対
抗

と
、

部

活
動
対
抗

に
出
場

し
な
い
生
徒
が

様
々
な
競

技
に
取

り
組
む
一
般
対

抗
の
合
計
点
で
勝
敗
が
決
ま
る
。

昨
年
度
は
、
部
活
動
対
抗
が
陸

上
競
技
、

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー

ル
、

バ

レ
ー
ボ
ー

ル
、

硬
式
野
球
な
ど

の

13
種

目
、

一
般
対
抗
が
ソ
フ
ト

ボ

ー
ル
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、

卓
球

な

ど
の
10
種
目
、

合
計

23
種

目
が

行
な
わ
れ
た
。

一
般
対

抗
で
は
３
５
・
５
対
４

５

・
５
で
前
高
に

敗
れ
る
も
、
部

活

動
対
抗
に
お
い

て

51
対
37
で
大

勝

し
、
合

計
８
５
・
５
対
７
４
・

５

で
高
高
が
勝
利

し
た
。

結
果
と

し

て
最
高

記
録
の
７
連
覇
を
達
成

し
た
。

今
年
度
も
、
昨
年
と
同
様
に
23

種
目
を
実
施
す
る

予
定
で
あ
り
、

今

年
も
高
高
が
勝

利
す
る
と
、
８

連
覇
を
達
成
す
る
。

定
期
戦
の
名
物

は
、

一
部
の
生

徒

が
必
勝
を
祈
願

し
て
、

バ
リ
カ

ン
で
髪
を
Ⅴ
の
字
に
刈
る
「
Ⅴ
カ
ッ

ト
」
だ
。

ま
た
、

互
い
に
相
手
を
揶
揄
す

る

た
め
に
、

高
高
生
が
前
高
生
の

こ

と
を
「
白

豚
（

し
ろ
ぶ
た
）
」

と

呼
び
、

前
高
生
が
高
高
生
の
こ

と

を
「
山
猿

（
や
ま
ざ
る
）
」
と

呼

ん
で
い
る
。
白

豚
は
、

前
高
生

が

履
く
ク
リ
ー

ム
色
の
ズ
ボ
ン
に

由

来
し
、
山

猿
は

、
高
高
の
所
在

地

が
観
音

山
の
麓
で
あ
る
こ
と
に

由
来
す
る
呼
称
で
あ
る
。

今
ま
で
の
76
回
の
歴
史
で
、
対

戦

成
績
は
高
高
が

46
勝

24
敗

３
分

（

中
止
３
）

と
大
き
く
勝
ち
越
し

て

い
る
。

伝
統
と
プ
ラ
イ
ド
を
か

け
た
両
校
の
戦
い
が
、
今
年
も
や
っ

て
く
る
。

(

野
島)
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高
崎
高
校
（
以
下
高
高
）
は
、
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
（
以
下
Ｓ

Ｓ
Ｈ
）
の
指
定
校
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
Ｈ
と
は
先
進
的
な
理
数
教
育
を
実
施
し
、
大
学
と

の
共
同
研
究
や
国
際
性
を
育
む
た
め
の
取
組
を
推
進
す
る
高
等
学
校
の
こ
と
を
指
す
。

本
校
で
は
、
「
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
5.0
時
代
を
牽
引
す
る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
・

能
力
を
備
え
た
人
材
を
育
成
す
る
」
と
い
う
目
標
の
も
と
、
自
分
で
問
い
を
設
定
し

て
研
究
す
る
課
題
研
究
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。

７
月
13
日
に
３
年
生
に
よ
る
課
題
研
究
の
最
終
成
果
発
表
会
が
行
な
わ
れ
た
。
そ

こ
で
、
今
回
発
表
し
た
根
岸
孝
次
く
ん
（
３
の
１
）
に
話
を
聞
い
た
。

高
崎
高
校
應
援
部
は
、
今
年
で
創

部
か
ら
72
年
と
い
う
歴
史
を
も
つ
部

活
動
だ
。
２
年
生
が
４
人
、
１
年

生
が
２
人
の
計
６
人
で
活
動
し
て
い

る
。今

回
は
、
第
七
拾
弐
代
應
援
部
団

長
で
あ
る
鈴
木
晴
斗
く
ん
（
２
の
１
）

に
話
を
聞
い
た
。

ま
ず
、
應
援
部
に
入
部
し
た
き
っ

か
け
に
つ
い
て
、
「

高
高
應
援
部

の
活
動
の
活
発
さ
に
魅
力
を
感
じ
た
。

応
援
の
際
に
使
わ
れ
る
大
団
旗
も
日

本
で
一
番
大
き
い
。
実
際
に
入
部
し

て
活
動
す
る
中
で
、
應
援
部
の
活
動

が
こ
れ
ほ
ど
盛
ん
な
の
は
、
高
高
ぐ

ら
い
だ
と
感
じ
て
い
る
」

と
語
っ

た
。次

に
、
應
援
部
の
活
動
に
つ
い
て

は
、
「
日
々
、
校
歌
や
高
高
の
応

援
歌
で
あ
る
『

翠
巒
』
を
歌
う
こ

と
か
ら
始
ま
り
、
迫
力
あ
る
動
き
の

『
型
』
を
練
習
し
て
い
る

。
應
援

部
と
し
て
応
援
す
る
か
ら
に
は
、
相

手
よ
り
も
厳
し
い
練
習
に
励
む
必
要

が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
練
習
は
壮
行
会

や
、
高
崎
高
校
と
前
橋
高
校
が
対
抗

心
を
燃
や
し
て
ス
ポ
ー
ツ
で
競
い
合

う
『
定
期
戦
』
、
毎
年
開
催
さ
れ

る
『
全
国
高
等
学
校
野
球
選
手
権
大

会
』
に
お
け
る
応
援
で
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
」
と
話
し
た
。

ま
た
、
や

り
が
い
に
つ
い
て
は
、

「

応
援
し
た
人
や
チ
ー

ム
が
勝
っ

た
時
に
は
、
應
援
部
と
し
て
の
や
り

が
い
を
強
く
感
じ

る
。

た
だ
、

應

援
部
は
支
え
る
立
場
で
あ
る
か
ら
、

や
り
が
い
と
い
う
よ
り
も
全
力
で
支

え
る
と
い
っ
た
気
持
ち
の
方
が
強
い
」

と
述
べ
た
。

最
後
に
、
今
後
の
應
援
部
の
目
標

に
つ
い
て
、
「

歴
代
で
一
番
体

力

の
あ
る
力
強
い
應
援
部
に
し
た
い
」

と
語
り
、
「
そ
の
た
め
に
も
、

他

の
運
動
部
に
負
け
な
い
ぐ
ら
い
の
厳

し
い
練
習
を
行
な
い
、
力
を
つ
け
て

い
き
た
い
」
と
熱
意
を
込
め
て
話
し

た
。

厳
し
い
練
習
を
繰

り
返
し
、

日
々
、
文
武
両
道
に
励
む
高
高
生
と

高
高
の
伝
統
を
支
え
る
凛
と
し
た
姿

の
団
長
が
印
象
に

残
っ

た
。

（
木
村
）

應
援
部

高
高
生
と
伝
統
を
支
え
る

紙
面
割
担
当
（
表
）
荻
野

（
裏
）
荒
井

高前定期戦
さらなる高み、８連覇へ

課題研究最終成果発表
生徒主体で行なうSSH活動

凛
と
し
た
姿
で
立
つ
鈴
木
く
ん

研
究
結
果
を
発
表
し
て
い
る
３
年
生

▲▼昨年度の定期戦の様子
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